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◆ 教育業績 

事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

♦講義内容の理解を深めるため、視覚情報を利用した

授業を実施 

 

 

 

 

 

 

 

♦生理学の内容を容易に理解できるように工夫した冊子 

「生理学纏め」（137頁版）を作成 

 

 

 

♦国家試験対策の early exposure 

 

 

 

 

 

♦チーム基盤学習（TBL）方略の生理学 IIへの応用 

 

 

 

 

 

2022年４月

～現在 

 

 

 

 

 

 

 

2022年４月

～現在 

 

 

 

２０２２年４月

～現在 

 

 

 

 

2022年9月

～現在 

 

 

 

 

人体の構造と機能を 3次元的に捉えることにより理解し易

くなる。この挑戦のため、講義ではパワーポイントによる視

覚素材を多用するとともに、この視覚素材を用いたスライ

ドを講義プリントとして配布した。プリントはパンチ２穴でま

とめ、ファイル保存できるように配慮した。視覚素材の問

題が増加傾向にある理学療法士・作業療法士の国家試験

対策に活用してもらうのも目的の一つである。学生からは

分かりやすいと好評であった。 

 

国家試験出題基準になっている生理学テキスは理解しに

くい表現が多いことから、テキスト内容をカバーする独自

のテキストを作成した。これは国家試験終了時まで使用で

きるので有用と考える。 

 

過去10年間に出題された生理学に関する国家試験問題

を集積し、授業内容に適応した問題をピックアップして、

学生に配布・解答を求めた。早期に国家試験を認識さ

せ、そして、早期に問題を解くという習慣が何よりも重要と

考え、実施している。 

 

効果的に少人数グループ学習をさせることができる教育

方略で、ディプロマポリシーにも符合し、かつ、学生が能

動的に学習できたと感想を述べている。 

チーム基盤型学習（team-based learning、TBL）には理

論と経験に裏打ちされたさまざまな教育方略のエッセンス

が集約されており、少人数グループ学習をさせる効率の

よさと、教員主導により少人数グループ学習をさせる高い

教育効果とを合わせもっている。TBLの有効性は、学習

グループのメンバー間に強いまとまりと信頼が育まれる。 

 



◆ 研究業績  
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